
 

 

 

[テ ー マ] 聴いていますか子どもの声を 

      ～子どもと一緒に親育ち～ 

[講   師] ＮＰＯ法人ＣＡＳＮ  

       理事長 谷口 久美子 氏 

 

[開催日時]  平成 28年３月７日（月） 

17:30～18:40 

 

[会   場]  京都信用金庫 滋賀本部 

 

[参 加 者]  19名 

 

 

 

 

                     

 

 

  

 

 

○チャイルドライン（子どもの声を受け止める専用電話）に求めてくること 

 ・今の子どもたちは、リアルタイムのコミュニケーションを求めてくることが多い。

いつ電話をかけても、何を言っても、ちゃんと受け止めてくれる大人がいるという

安心感を求めている。 

 ・そういう子どもの負の感情をチャイルドラインでは聞き取り、子どもと一緒に考え 

ている。 

○子どもが育つ上で大切なこと 

 ・周りの大人の期待に応えたいと思っている子どもの心を理解すること。 

・自分は大切な存在であり、生きている価値があるという気持ちを育むこと。 

・子どもの話を真剣に聴くこと。 

○異年齢の集団の大切さ 

・子どもはしなやかで丈夫な心を遊びの中で育む。今の子どもはコミュニケーション

のトレーニングができずに集団に入っている。 

・時間と空間と仲間、この３つの「間」をどれだけ学校や地域社会の中で与えられる 

かが大切なポイントである。 

○子どもも大人もつながって生きる地域社会 

 ・子どもが輝いて育つためには、大人も子どもも安心感と自己肯定感を持つことが大

事である。 

事。 

 

 

 

  

〇子どもが負の感情を親に伝えられるような関係を築いていく努力をしていきたい。 

○子どもと向き合って生活することが大切であり、妻と子育てについて、もう一度考

えることが必要だと思った。 

○チャイルドラインにかかってきた生の声を聴かせていただいたことで、自分の子ど

もに何ができるかを考えることができた。 

参加者の感想 

講話の内容 

京都信用金庫 


